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医療現場におけるスタッフの QC サークル活動意欲に関連する要因 

大野種子, 薬袋淳子, 成 順月 

インターナショナル Nursing Care Research 19(3)，31-40，2020 

Abstract：本研究の目的は、医療現場におけるスタッフの QC(Quality Control)サークル活

動意欲に関連する要因を明らかにすることである。一般急性期病院に勤務するスタッフ 506

名を対象に無記名自記式質問紙による調査を行い、450 名(回収率 88.9%)から回答を得た。

QC サークル活動への参加意欲(あり/なし)を従属変数、職場のサポート体制、環境因子、活

動に対する評価、職場意識を独立変数として、交絡因子と考えられる変数で調整した多重

ロジスティック回帰分析を行った。その結果、活動意欲は上司のサポート、職場活性、活

動達成感、職場満足と正の関連を示した一方で、活動で疲れや大変さを感じることとは負

の関連を示した。医療現場スタッフの QC サークル活動意欲を高めるためには、職場のサ



ポート体制の構築や環境改善が必要であることが示唆された。(著者抄録) 

 

男女別にみた認知症高齢者の病前性格と BPSD の関連 

野末波輝, 薬袋淳子, 成 順月 

認知症ケア研究誌 4 巻，1-11，2020 

Abstract：【目的】認知症高齢者の病前性格と BPSD との関連を男女別に明らかにする。【方

法】病院に入院、または施設に入所している BPSD を有する認知症高齢者と、そのキーパ

ーソン 216 名を対象に、質問紙調査を実施した。BPSD12 項目は担当の職員または認知症

認定看護師に記入を依頼し、当事者の病前性格は日本語版 Ten Item Personality Inventory

を用いて外向性、協調性、勤勉性、神経症傾向、開放性の 5 つに分類し、キーパーソンか

ら回答を得た。男女別に属性と BPSD12 項目との関連をカイ二乗検定で調べ、病前性格と

BPSD12 項目との関連はスピアマン相関係数を算出し調べた。BPSD の有無を従属変数と

し、単変量解析で p<0.1 の変数を独立変数として多重ロジスティック回帰分析を行った。【結

果】認知症高齢者 121 名に関する回答が得られた(回収率 56%)。多重ロジスティック回帰

分析の結果、男性では外向性傾向の性格はうつ (OR=0.54:95%CI 0.36-0.81)や不安

(0.75:0.57-0.97)になりにくく、勤勉性傾向の性格は、うつ(0.73:0.53-0.97)になりくいが、

脱抑制(1.88:1.32-2.67)を起こしやすく、協調性傾向の性格は食異常(1.60:1.17-2.12)、神経

症傾向は易刺激性(1.47:1.10-1.97)を起こしやすく、開放性傾向の性格はうつになりにくか

った(0.45:0.21-0.95)。女性では、外向性傾向の性格は易刺激性(1.27:1.06-1.52)、協調性傾

向の性格はアパシー(1.68:1.24-2.26)と食異常(1.49:1.15-1.92)を起こしやすく、神経症傾向

の性格は易刺激性(1.26:1.03-1.53)、勤勉性の性格は脱抑制(1.39:1.10-1.76)を起こしやすか

った。【結論】男女別における病前性格と BPSD の関連が示唆され、BPSD の各症状に対す

る予防的取り組みや対処方法など検討できると考える。(著者抄録) 

 

女性下部尿路症状に対する行動療法統合プログラムの短期成績 

三輪 幸, 上原里枝, 西垣亜衣子, 鈴木美奈子, 菊地美奈, 守山洋司, 三輪好生, 井上倫恵, 

増栄孝子, 西野好則 

泌尿器外科 33(6)，621-626，2020  

Abstract：女性下部尿路症状および骨盤臓器脱を認める患者に対し専門外来で行動療法統合

プログラムによる指導を行った。指導後 3 ヵ月目に Patient Global Impression of 

Improvement(PGII)を調査できた 169 名において、改善率は過活動膀胱で 68%、腹圧性尿

失禁で 64%、骨盤臓器脱で 52%であった。骨盤臓器脱の改善率は低かったが、心のケアに

おいて有効であった。 

 

 


